
絵画表現領域の拡大と教育分野におけるその可能性�
加 藤 修
教育学部美術科

Expansion of the area of painting expression and the possibility
in the educational field

KATO Osamu
Faculty of Education, Chiba University, Japan

キーワード：絵画表現（painting expression） 美術教育（art education） 現代美術（contemporary art）
ワークショップ（workshop） アートコミュニケーション（art communication）

� 現代美術と美術教育

１．現代美術と美術教育を見据えた大学院授業の一事例
１）「絵画表現研究A１」での事例
授業目標は，少ない経験領域の中で「制作」に関する

自己のスタイルをコンパクトにまとめず，広範囲な領域
から自己表現の手段を見出す方法論を受講者に体験して
もらうことを目標に以下の授業展開を考案した。
授業名は「絵画表現研究」で，２００４年前期は絵画にお

けるベイシックな表現テクニック，たとえば「コラー
ジュ」「シェイプト」「マチエル」など複数の選択肢のな
かから，本人達が１つを自由に選択し，その定義や表現
の可能性について個人の見解を構築することを課題とし
た。後期は絵画表現の構成要素である「点」「線」「面」
について日常を観察させ，写真撮影することからはじま
り，客体化された写真を見ながら，各人の作品制作にお
ける「点」「線」「面」の扱い，またはその定義を各自が
再認識する方向に導いた。
しかし今年度はさらに，私がガイドライン的要素（「コ

ラージュ」「シェイプト」「マチエル」「点」「線」「面」
など）を提示することなく，本人に内在する関心事を萌
芽し明確化させ，造形表現に結び付けることを目指した。
そのため，まず日常を観察するところからはじまり，そ
の写真撮影することを課題の入り口とした。路上観察し
て関心を持ったものを２４枚の写真にし，共通項を見つけ
ながらグループ化していく。その後，特に明確なコンセ
プトを感じるものを３つ選び，それぞれ４週間使いなが
ら，自分に関心を持たせた理由を様々な角度から考察し，
その思考経路をレポート化し，提出作品の途中経過，実
験作品などを発表しながら，授業受講者全員でディベー
トする。完成した提出作品やそこに至る過程での技術向
上だけを重視するのではなく，自己のイメージやコンセ
プトを作品化する発想法や思考システム，それを裏付け
る取材・実験制作を授業内の重要な柱とした。それによ
り，テーマに対する提出作品の質を高めるばかりか，自
己の作品制作全般に関する価値基準までも明確化するこ
とを期待することができるのである。

［課題導入］
� 「皆さんが日常気になっている箇所を２４枚取りフィ
ルム１本に撮影してきて下さい。」

� 「各自が撮影してきた写真を４～５つのグループに
分けなさい。」

� 「それぞれの分類の基点を述べなさい。」
� 「４～５つに分類したグループのなかから３つを選
択し，実験制作と併行しながら探究しなさい。」
（選択した１つの内容に対して４週間で完結させる）
（４週目の授業でレポートと完成作品を提出）

〈参考例：大学院生 高橋さやかさんの場合〉
路上観察して関心を持ったものを２４枚のプリントにし

たものを分類すると下記のようになった。
� 「向こうの世界」（状況の観点から）
� 「コンクリート」（素材の性質・印象の観点から）
� 「色彩の印象とフェイク」（形体と色彩の観点から）
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〈本人のレポートから〉高橋さやか・１

２４枚の写真から３つのグループを抽出する

千葉大学教育学部研究紀要 第５４巻 �：芸術系

３５０



高橋さやか・２

テーマ� 「向こうの世界」
本人にとってのテーマの意味の確認・整理と視覚的具現化の試行
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高橋さやか・３

テーマ� 「向こうの世界」
視覚的具現化における材料選定と表出方法
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高橋さやか・４

テーマ� 「向こうの世界」
完成作品写真
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捕足：作品は，黒い細かいメッシュ系の布をボックス型
のオブジェの正面にスクリーン状に張ったものにビデオ
映像を映し出す形態をとっているので，静止写真では全
容は伝えづらい。
実際に映像を流した状態においては，本人が描いてい

た表裏一体の存在としての日常と非日常が，非常に的確
な方法によって表現されていた。
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高橋さやか・５

テーマ� 「コンクリート」
素材の性質がもたらす印象・主張と制作者本人の深淵に潜在する根源的制作テーマとの接点の確認作業
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高橋さやか・６

テーマ� 「コンクリート」
本人の深淵に潜在する根源的制作テーマと今回のテーマとの関係性の整理・試行
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高橋さやか・７

テーマ� 「コンクリート」
視覚的具現化における材料選定と表出方法
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高橋さやか・８

テーマ� 「コンクリート」
完成作品写真
タイトル「石化するもの」
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捕足：標本箱の形態をとることによって作品は，極めて
静謐な雰囲気を持たせながら，鑑賞者に対して諭すよう
にメッセージを伝えてくる。喧騒や混沌といった現代社
会の環境や価値観の倒錯に対する作者のアイロニーは，
それらと対照的な表現にすることで，さらに引き立てら
れているといって良い。
テーマの��に対する作品化の流れを，総合的に判断

すると，同一の時間に存在する実像と虚像，または時間
軸による物質的価値の変移などが本人の関心事のようで
ある。実感の持てる絶対価値を探究することが，本人の
根源的な制作動機に底流しているように伺われる。

２．心理的抑圧からの開放または改善を期待したワーク
ショップの一事例

１）「色に名前をつける」
現代美術の領域は，決められた手法を踏襲し，知識と

しての美術を前提と位置付けるのではなく，前提として
まず自己を見つめ，オリジナリティーを発見することの
重要性を認識し自己表現をしようとするわけであるから，
自分の考えや主張を明確にしていく自己形成段階の児童
生徒の支援のためにも不可欠の領域といって良いだろう。
加えて，制作するという行為がコミュニケーションの一
手段であるということを認識することにより，心理的抑
圧からの自然治癒的効果の体験としても，極めて有効な
内容である。
今回のワークショップは，保健室登校児を対象に養護

教諭が有効な接点を持つための媒体として，どのような
ワークショップをすると良いかを模索するなかから考案
した内容である。しかし今回は小・中学生の年齢・学年
からくる実体を把握しようとする段階で，現場の養護教
諭にも立ち会っていただいたが，対象となった児童生徒
は保健室登校児ではない。

千葉大学附属小学校・中学校にて２００５／１・２００４／１１）

「色に名前をつける」のワークシート
ワークシート�

四季の豊かな日本には，古来からそれを大切に受
けとめる文化がありました。
「借景」といって敷地外の風景までも前提にして，
庭を設計するなどといったこともその例ですし，
「色彩」についても細やかな違いや組み合わせが大
切にされてきました。
しかし現在の私達の日常に目を向けると，目立つ

ことだけをねらった鮮烈な色彩の看板等が街中に溢
れ，もともと微妙な色彩までも認知できるはずの私
達の能力を鈍らせているように感じます。色彩を示
す単語，たとえば「RED・赤」なども，非常に単
純な「赤」のイメージを見る人の共通認識として擦
り込ませていっています。ひとくちに「赤」と言っ
ても紅色や朱色など，古来からの豊富でさまざまな
表情を持つ色彩が含まれているということを再認識
してほしいと思います。それは日本の文化に触れて
いく上でも大切なことです。
また，ひとつの色彩名を聞いた時に，各々の人が

思い浮かべる色彩にも差があることを知り，それら
がその人の体験などが裏づけとなって形成されてい
ることを認め合うことで，個を尊重する意識まで引
き上げることができたら幸いです。

１ 日本古来の色彩表から
� 「 」
� 「 」

２ 自分の知っている色の名前をいってみよう。

３ 色彩名の命名をしてみよう。

ワークシート�

「色の名前をつけてみよう」
自分で色をつくって名前をつけて下さい。
枠内は１色で塗って下さい。

色彩の名前
「 」

理 由

１）「色に名前をつける」ワークシート解説
ワークシート�について
１ 日常目にしているが名前を知らなかった自然の色彩
名を例に挙げると良い。
（浅葱色，薄暮，朱鷺色など）

２ 参加した児童・生徒全員に一色ずつ色の名前を言っ
ていってもらい，２～３周発表してもらって，そろそ
ろ色の名前も尽きてきたところで，３に導入していく
と良い。

３ （この設問に対する実際のワークシートは別紙なの
で，ワークシート�の解説で行なう。）

ワークシート�について
ワークシートの枠内に複数の色彩を用いて絵画表現す
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ることをこの段階では求めていないので単色で塗ること
を勧める。命名は単語でも文章的でも構わないが，本人
が日常を振り返り，記憶や感情を重ねたオリジナルの内
容になっていることが重要である。さらに，彼らの深層
にある潜在的な心理が表出する可能性も予想される。各
自が体験に基づく色彩の命名をして，その色彩名や命名
の理由について発表することによって，それを聞いた共
通の体験を持つ児童・生徒は，その感動を共有し，安心
と自信を得ることができる。さらに彼らは連鎖してより
深い記憶にまで到達することができる。
心理的に開放する方向に向かったことは，ワーク

ショップ後のアンケート・KJQの検査でも得られた。今
回のワークショップでは，発表のかたちでコミュニケー
ションをとることが重要で，それが可能であったが，保
健室登校児を対象とした場面では容易ではないことは予
想に容易く，さらに適切な方法を選ぶことが必要となる
だろう。しかし「色を塗る」という作業や，本人が自己
を取り巻く広範囲な日常を振り返る行為についてだけみ
ても，それらが，治癒的能力を持っていることは十分に
予想されるので，現在さらに具体的なデータを収集して
いる。
〈児童・生徒から出た色彩名の実例〉
●感情を表したもの
「カオスブラック」「怒られた時の色」

●日常の物品・生き物等から連想したもの
「火燵色」「ガーコのくちばし色」

●時間・季節を含むもの
「秋の夕焼け色」「夜の空色」

●限定された体験の記憶からのもの
「富士色」「海色」「近海の海底色」
「キャベツの収穫色」

＊細分化された色彩の名前
「マリモ色」「芝色」「枝豆色」「雑草色」「ささ色」
「竹林色」「ほうれん草色」「サボテン色」など
�どれも緑系だが，非常に的確に実際の色を捉えて名
前をつけている。彼らは体験のなかにある厖大な緑
色のファイルから，猛烈な速さでしかも的確に一枚
のページを選びだす作業をしていることになる。

� 私の作品例

１．平面性の高いユニット的作品
私は絵画の定義を「平面性の高いオブジェ」としてい

るが，今回はその表現方法の様々な要素を最大限削ぎ落
とし，残された要素に関しても極めてシンプルなスタイ
ルで形体化した。
額に入れずに展示空間にそのまま配置することによっ

て，鑑賞者と同一の時間軸，空間的ラグのない状況を得
て，作品の緊張感が展示空間に共鳴しながら拡散してい
くことが望ましい展示方法と考えているが，今回，敢え
て曲面を持たない，直方体の形体にすることで，その緊
張感の度合いを高めることに成功したように考えられる。
作品は連作とし，展示も互いの関係性を感じさせられる
距離感でインスタレーションした。
ひとつの作品についてもう少し詳しく説明すると，構

造は壁側と前面の２層になっており，壁側の層はつや消
しの白，前面の層はオリーブグリーンとし，極めてフ
ラットに着彩した。前面は２つの正方形のタイル状のも
のから成り立っている。タイル上には機械的に黒色のラ
インを一本彫りこんでいるが，その位置は，１方の正方
形は１：１（中心）に，もう１方は２：７に分割する位
置とした。そのため，その２種類を使用するという条件
下では，その「順列」は，１６通りとなった。今回はその
なかから５点を展示した。連作の関わりは，数学でいう
ところの「場合の数」の「順列」のような展開となって
おり，作品における「思い」といった柔和な感情の隙間
を極力排除し，コンセプトを前面に呈するものとした。
コンセプトはタイトルそのものにもなっているコンポ

ジションであるが，一般的にそのタイトルが使われる作
品の範疇においても極めてタイトなアプローチができた
と考えられる。

２．３タイプの視覚的要素を配置した作品
本来絵画が，自己表現・自己主張の一形態として視覚

芸術分野に存在するのだと認識するならば，正面観賞性
に裏付けられたイリュージョンのみに頼るのではなく，
自己の主張を明確化し，実存化させることにその意義の
大半があるように考えられる。そのためこの作品は，作
品内に３タイプの視覚的要素を配置するというスタイル
とした。作品の構造は壁側と前面の２層になっており，
壁側の層は半光沢のライトグレー，前面の層は，３タイ
プ４種類のパーツから成り立っている。１つはパネル上
に活字（英単語）がレリーフ状になったつや消し黒のダ
イレクトなメッセージパネル，もう１つはシンボル的な
オブジェで，本来絶対的価値を有するものが埋没するあ
り様として，枯れた樹木を標本箱に配し，標本箱ととも
に風化していく状態を作った。さらにもう１つのタイプ
は自己の感情を印象的に伝える方法としての色彩パネル
である。今回は２種類のパネルを配置した。１方は油彩
によるマチエルを伴った深紅のもの，もう１方は金箔を
平滑に全面に貼り詰めたものである。金箔は弱酸で酸化
させ，変化しづらい代表的金属の光沢を失わせた。３タ
イプ４つのパネルは，それぞれの得意とする伝達能力で
メッセージをリアルに伝達している。
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１．平面性の高いユニット的作品

「COMPOSITION（LINE）」

変形パネル（１８．０×３６．０×４．５cm）

アクリル絵具
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２．３タイプの視覚的要素を配置した作品

「COMPOSITION（heterogeneous）」

変形パネル（３１．０×９１．０×７．０cm）

油彩・アクリル絵具・金箔・自然木・石膏
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